
 

 

 

 

 

就 労 支 援 の た め の  

訓 練 生 用 チ ェ ッ ク リ ス ト  

○このチェックリストを用いて日常生活・対人関係・作

業力・作業への態度について継続的にチェックすること

により、就労に向けた課題が具体的になり、効果的な支

援を行うことができます。 

○対象者の支援課題や達成状況などを共通の様式で記録

することにより、就労支援に携わる者が情報を共有して

連続した適切な支援を行うことができます。 

○職業指導、職業相談、職業紹介において参考資料の１

つとして使用できます。 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 
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①　教育、訓練、福祉機関

①作業学習、職場実習、訓練等の場面で、担当者がチェックします。

②職場実習等の場面で、その担当者がチェックします。

2 チェック結果記録表

①　必要なチェック項目の選択

①対象者の支援に必要なチェック項目について評価します。担当者が、判断できない項目、把握して
いない項目、評価する必要がないと考える項目等はチェックしなくてもかまいません。

②　評価段階

①評価段階は４段階です。各段階の達成目安は次のとおりです。

③　評価の仕方

③各チェック項目の内容や評価段階の達成の目安や記述を参考にしてチェックしてください。

④　対象者、家族の参加

④対象者の現状について認識を共有するため、担当者が対象者や家族等と話し合って記入すること
もできます。

⑤　作業・訓練内容、実習状況

⑤評価をした作業学習や訓練の内容、実習の場合は期間、場所、作業内容等を記入します。

⑥　自由記述欄

⑥４段階評価に当てはまらないこと、補足すること、特記事項等を記入します。

3 チェック結果の取りまとめ

①　家族の協力・支援体制

①家族の協力や支援体制がある場合は、その状況について記入します。

②　総評

①チェック結果表をもとに、各領域の特徴など総合的な評価を行います。

③　達成状況

①前回の支援課題に対して改善したところ等を記入し、対象者の変化、支援の効果を見ます。

④　支援課題

①就労に向けて、支援すべき課題について記入します。

④チェック結果記録表、結果の取りまとめは、経過をみるために、３回分の記録ができます。

④さらに続けて実施する場合は、用紙をコピーしてください。

④詳しくは「就労支援のためのチェックリスト活用の手引き」の記入例を参考にしてください。

評価場面とチェックする者

②　事業所

記　　入　　の　　仕　　方

４ ３ ２ １

できる だいたいできる あまりできない できない

ある だいたいある あまりない ない

100％ 75％ 50％ 25％ ０％






